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　世界標準時の 2011 年 6 月 8 日の 0 時から 24 時間、
世界一斉の IPv6 運用トライアル「World IPv6 Day」
が行われた1、2）。このトライアルは、インターネット
接続業者（ISP）、通信会社、機器ベンダー、OS ベ
ンダー、Web サイト運営者などの業界全体に対して、
IPv6 導入時の問題点をチェックする機会を与える
ことを目的としている。非営利の国際組織 Internet 
Society（ISOC）の主導により、世界中のインターネッ
ト企業、研究所、大学など 433 団体が公式参加した。
　現状では、僅かなWeb サイトだけが新しいインター
ネットプロトコル IPv6 を使用している。上記の時間中、
世界の主要なWeb サイトに加えて 1,000 以上のWeb サ
イトが、従来のIPv4とIPv6との両方のデュアルスタッ
クでコンテンツを提供した（図表 1）。日本からは、通
信会社や大学などの 23 団体が参加し、67ドメインが
IPv6 対応済みサイトとして登録された。総務省もこのト
ライアルを支持し、「IPv6 Enabled Website」を登録した。
　現在主流の IPv4 は、パケットのヘッダー部に 32
ビットのアドレス空間を持ち（図表 2 参照）、識別可
能なコンピュータの数は最大で 2 の 32 乗（約 43 億）
である。最近のモバイル機器の急増や新興国のイン
ターネット人口の増加によって IPv4 アドレスは世
界的に枯渇しており3）、日本では、2011 年 4 月 15 日
に、IPv4 アドレスの新規割り振りを終了した4）。
　これに対して、IPv6 は、128 ビットのアドレスを
持ち、利用できるアドレス数は 2 の 128 乗で、事実
上無限大である。しかし、IPv6 と IPv4 とに互換性が
ないことがネックとなって、IPv6 によるトラフィッ
ク量は全体の 0.2〜0.3％ と、普及が遅れている。IPv6
のアドレスを持つ Web サイトでも、IPv4 のアドレ
スを併用してどちらのアドレスにも対応できるデュ
アルスタックとして運用している。
　本トライアル中に予想される障害については、通
信会社、携帯電話会社、OS ベンダーが事前に公表し
ていたが、あまり大きな混乱も起きず、「World IPv6 
Day」は無事終了した。しかし、運営者の設定ミス
で Web サイトが見られなかった、一部のメールが
受信ができなかった、などの少数の例が報告された。
また、OS 環境と Web ブラウザの組合せによっては、
Web サイトの接続に時間がかかったという例も報告さ
れた。さらに、スマートフォンでは、環境に依存して、一
部のサイトの閲覧やサービスの利用ができなかった。
　今回のトライアルの結果を受けて、必要であれば、
OS ベンダー や機器ベンダー から、基本ソフトウエアやド
ライバ ソーフトの自主的なバージョンアップが今後行わ
れる。一般のユーザーは、これらのソフトウエアを最新
に保つだけで、将来のIPv6 化に備えることができる。
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図表 1　Web サイトの IPv4/IPv6 デュアルスタック
図表 2　IPv4 と IPv6 のパケットの違い
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